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　企業が他の企業を買収する型にもいく

つかあるようだ。赤字の企業を救済する買

収もあれば、黒字の企業を「敵対的に」買

収することもある。大企業が大勢の研究者

を抱え最先端の研究開発費に多額の投資

をするよりは、新しい開発に成功したベン

チャー企業を丸ごと買収した方が安上がり

になってきたとも言われている。良い買収

と悪い買収のような話を聞いていると、思

わず良い研究と悪い研究を思い出してしま

う。原爆の開発研究が良かったのか、悪かっ

たのか。それに携わった多くの研究者の良

心はどうであったのか。薬の研究は毒の研

究でもある。使い方によっては毒にもなる

し、薬にもなる。分散型コンピュータネッ

トワークの研究に端を発した情報通信がイ

ンターネットとして世の中を席巻し、マル

コーニによって始められた無線通信が大量

の情報を個人が携帯で扱うことができるよ

うになった。世の中は大きく変化をしてい

る。それでも研究者は研究を止めない。多

くの先端的研究者を抱える大学には社会貢

献が求められている。研究者には深い洞察

力と高い倫理性も求められていることを忘

れてはならない。
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